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紹
　
介

川
崎
佐
知
子
著
『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
―
近
衞
基
凞
の
家
集
』

加　

藤　

の　

ん

本
書
は
近
衞
家
第
二
〇
代
基
凞
の
歌
集
『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』（
陽
明

文
庫
蔵
）
を
翻
刻
し
、
陽
明
文
庫
の
資
料
群
「
基
凞
公
卿
詠
草
」
と
『
応
円

満
院
殿
御
詠
歌
』
の
関
係
を
明
確
に
し
て
い
る
。
近
衞
基
凞
の
活
動
は
「
基

凞
公
卿
詠
草
」
で
確
認
で
き
る
が
、
詠
草
の
整
理
は
ま
だ
途
中
に
あ
る
。
そ

の
整
理
に
は
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
数
の
基
凞
歌
を
集
成
し
た
『
応
円
満

院
殿
御
詠
歌
』
の
利
用
が
有
効
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
基
盤
と
な
る
だ
ろ
う
。

本
書
の
構
成
は
、
翻
刻
（『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
第
一
冊
、
第
二
冊
）
と

解
題
、
並
び
に
、
和
歌
会
年
表
、
題
・
詞
書
索
引
、
初
句
索
引
で
あ
る
。

翻
刻
で
は
、
四
季
、
恋
雑
の
二
冊
全
て
の
和
歌
が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
数

は
、
和
歌
本
文
の
行
間
や
余
白
に
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
和
歌
も
含
め
、
計
二

〇
〇
〇
首
を
越
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一
首
一
首
の
典
拠
が
、
基
凞
公
卿
詠
草
な

ど
の
陽
明
文
庫
の
資
料
名
が
資
料
番
号
と
と
も
に
載
り
、
詠
草
と
の
対
応
関

係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
の
詠
作
事
情
や
歌
会
に
関
す
る

記
事
を
掲
載
す
る
記
録
名
と
記
事
の
日
付
が
載
せ
ら
れ
る
他
、
補
説
と
し
て
、

同
じ
折
に
詠
出
さ
れ
た
和
歌
が
提
示
さ
れ
、
和
歌
集
へ
の
入
集
状
況
や
本
文

異
同
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
和
歌
に
つ
い
て
入
念
な
調
査
が
な

さ
れ
、
近
衞
基
凞
並
び
に
基
凞
公
卿
詠
草
研
究
に
お
い
て
、
欠
か
せ
な
い

デ
ー
タ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

解
題
で
は
、
書
誌
の
み
な
ら
ず
、
編
纂
者
の
検
討
か
ら
、
内
容
の
特
色
、
諸

本
、
編
纂
意
識
、
詠
草
と
の
関
係
、
類
題
の
過
程
ま
で
言
及
さ
れ
、『
応
円
満

院
殿
御
詠
歌
』
の
概
要
と
と
も
に
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
の
成
立
過
程
が

検
討
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
和
歌
へ
着
目
し
諸
本
と

比
較
す
る
こ
と
で
和
歌
の
挿
入
意
図
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
陽
明
文
庫
の

『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
が
家
集
編
纂
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で

あ
っ
た
か
が
明
確
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
詠
草
と
の
対
応
関
係
を
考
察
す
る
こ

と
で
、
詠
草
か
ら
家
集
へ
ど
の
よ
う
に
編
纂
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
。
本
解
題
は
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
と
「
基
凞
公
卿
詠
草
」
の

理
解
だ
け
で
な
く
、
近
世
に
お
け
る
詠
草
か
ら
家
集
へ
の
過
程
の
道
筋
を
考

え
る
の
に
も
有
効
だ
ろ
う
。

「
基
凞
公
卿
詠
草
」の
整
理
は
、
近
衞
基
凞
に
よ
る
和
歌
活
動
の
解
明
に
結

び
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
は
そ
の
資
料
整
理
の
有

効
な
支
え
と
な
る
。
川
崎
氏
は
あ
と
が
き
で
「
関
係
資
料
の
整
理
に
目
処
を

つ
け
た
だ
け
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
よ
う
か
と
言
っ
た
初
期

段
階
に
過
ぎ
な
い
」
と
述
べ
る
が
、
本
書
の
資
料
調
査
は
綿
密
で
あ
り
、
本

書
は
、
今
後
の
研
究
の
発
展
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
書
で
あ
る
。
ま
た
、
基

凞
は
後
水
尾
院
・
後
西
院
・
霊
元
院
に
よ
る
公
的
な
歌
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ

た
近
世
前
期
に
お
い
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
た
め
、
本
書
は
基
凞
だ
け
で

な
く
、
近
世
前
期
の
和
歌
活
動
の
研
究
に
も
貢
献
す
る
だ
ろ
う
。

（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
二
二
年
二
月
、
六
九
六
頁
、

一
八
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

（
か
と
う
・
の
ん　

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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